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受験上の注意 

 

① 試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開いたり裏返したりしてはいけません。 

② 机の上に置いてよいものは、受験票、筆記用具(鉛筆、シャープペンシル、消しゴム、鉛筆キャ

ップ、鉛筆削り)、眼鏡、ハンカチ、薬、ティシュペーパー(袋又は箱から中身だけ取り出した

もの)、時計のみです。なお、時計は計時機能だけのものに限ります。 

③ 携帯電話及びスマートフォン等の電源は必ず切ってください。 

④ 小論文の問題は見開き１ページです。 

⑤ 解答用紙は１枚です。 

⑥ 受験番号と氏名は、問題冊子及び解答用紙のそれぞれ所定の欄に必ず記入してください。 

⑦  問題の解答時間は７０分です。 

⑧ 解答は別紙の横書きの解答用紙に６００字以内でまとめてください。 

⑨ 問題冊子の余白は下書きに用いてもかまいません。 

⑩ 解答用紙の余白及び裏面には何も書いてはいけません。 

⑪ 問題に疑問のある場合は黙って手を挙げてください。ただし、問題の内容に関する質問につい

 ては受け付けない場合があります。 

⑫ 試験中に気分が悪くなった時やトイレに行きたくなった時は、手を挙げて係員の指示に従って

ください。 

⑬ 印刷に不鮮明な箇所がある場合は、黙って手を挙げてください。 

⑭ 解答用紙は汚れても新しいものとは交換しません。そのまま提出してください。 

⑮ 解答終了の合図で、筆記用具を置いてください。 

⑯ 係員が答案用紙の回収を終えるまで、席を立たないでください。 

⑰ 問題冊子は試験終了後持ち帰ってください。 



次の文章を読み、あとの問いに答えなさい。 

 

 

街ですれ違った見知らぬ人に道を尋ねられて立ち止まったとき、喫茶店のドアを開き「いらっしゃ

いませ」と声をかけられたとき、駅の改札でぶつかりそうになって思わず「すみません」と謝ったと

き、私たちはそのとき向き合っている相手の性別をとくに気にしてはいない。しかしそれはどうでも

いいことではない。むしろ相手がどんな人であれ、ある人とコミュニケーションをとっているとき、

私たちはその人の性別を「知っている」、知っていなければコミュニケーションをとることが難しくな

る、という意味で性別はきわめて重要な情報なのだ。 

ジェンダーとは、私たちが男性として、あるいは女性として、どのようにふるまえばこの社会のな

かで軋轢やトラブルを起こすことなくうまくやっていくことができるかを教えるもの、つまり規範で

ある。私たちは、日常生活においてつねにすでに、あらゆる人々を男性／女性として見、男性／女性

として扱っている。コミュニケーションに入るまえに、コミュニケーションとともに、相手に対する

性別の判断はすでになされてしまっている、ということだ。 

このことは、ジェンダーのもっとも基底的な層には性別という区別がある、ということを示してい

る。ジェンダーは、身体的な特徴による生物学的な雌雄の区別（＝セックス）に対して、歴史的・社

会的・文化的に構成された性別（性差）を意味する。つまり、私たちが日常的に誰かを男／女だとみ

なすということ、身体的な在り方そのものではなく、身体的な在り方に男／女というレッテルを貼っ

てそれを性別（セックス）だとみなすことそれ自体が、そもそも「社会的なこと」なのだ。性別は、

だからけっして「自然な」「変わりえない」ものではない。 

私たちは「性別二元制」の社会のなかに生きている。まず生まれてきたときに男か女かのどちらか

の性別を刻印される。そして周りの人々によって日々男の子／女の子として見られ扱われることによ

って、自分を男の子／女の子だとみなすようになる。これを性自認という。さらに男らしさ／女らし

さという言葉の意味を理解し、男の子／女の子として見られ扱われるように、自らのふるまいや言動

を律する──つまり性別役割分業の規範を身につける──ようになる。このようにジェンダーは重層

的に構成されている。そして私たちの日常生活をその一挙手一投足──何気ないしぐさや言葉遣い、

ちょっとした立ち居ふるまいや声のトーン──にいたるまで、規定しているのである。 

性別二元制はジェンダーを貫き、セクシュアリティの在り方を異性愛の制度へと絡めとり、完結す

る。セクシュアリティ（＝性的指向）とは、「誰をどのように愛するか」という問題だ。そこには「誰

と親密な関係になりたいか」をめぐって人々が感じ、考え、行うことのすべてが含まれている。性別

二元制をとる社会では、男性／女性がそれぞれ反対の性（異性）に惹かれ性的欲望を抱くことが自然

で、あたりまえで、正しいことだとされている。 
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奥村隆編『はじまりの社会学──問いつづけるためのレッスン──』（ミネルヴァ書房、2017年）57-58頁より抜粋（一部修正）。 

 

 

問 性別二元制の社会について具体的に 200字程度で記述し、あなたの意見を 400字程度で説明しな

さい。 

 


